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※懲戒権：親が、監護・教育のための手段として、子どもに対してこらしめを行う権利のこと。
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︒
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里親制度とは―
　さまざまな事情により家庭での養育が困難または、受け
られなくなった子どもたちを温かい愛情と正しい理解を
持った家庭環境の下で養育する制度です。
　家庭での生活を通じて、子どもが成長する上で極めて重
要な特定の大人との愛着関係の中で養育を行うことによ
り、子どもの健全な育成を図ります。

親と一緒に暮らせない時代を過ごしている
子どもたちがどれくらいいると思いますか？

　家庭で暮らすことができない子どもたち

　その里親制度や里親の現状について、関
わりを持つ３人の対談が行われました。

　熊本県の社会的養護の現状や里親家庭が
もたらす子育てへの期待などについて焦点
を当てました―

子どもたちを支える
「もう一つの家庭」
それが

熊本県中央児童相談所

所長 高三潴   晋

御船町役場

町長 藤木 正幸
特定非営利活動法人 優里の会

理事長 八谷 斉

年々増加している
虐待相談件数
子どもたちのために里親を―
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